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２月に入りましたが、変わらずの厳しい寒さが続いております。 

暦の上では春といいますが、まだまだ春の気配は遠く感じますね。 

 

研修部からのお知らせ 

≪研修報告≫ 

 【専門コース研修】」(全体研修を兼ねる)  

研修日時： ２０２５年１２月２０日（土）（１４：００～１５：３０）     

場所：岡山済生会総合病院 

テーマ： 「スクールソーシャルワーカーの活動について学ぶ」    

 

普段業務の中では子どもとの関わりが全くないため、興味があり参加させていただきました。 

今回、岡本先生のスクールソーシャルワーカーとしての日々の実践や課題など、具体例を織り交ぜながらの講義

でより分かりやすく学ぶことができました。学校の中の福祉の専門職の立場から、子ども主体の伴走型支援者とし

て、学校の先生や関係機関との架け橋の役割を担い、子どもの権利侵害から子どもを守りつつ、彼らにとって安心・

安全な生活が送れるように支援をしていることに感銘を受けました。 

様々な家庭環境におかれた子どもたちが、自分の言葉を表出できる環境（関係性）づくりは、私たちが普段ワー

カーとして行っていることと共通しており、ストレングスを感じる発言や変化をくみとりキャッチできるようアン

テナを張っておくという、ワーカーとしても大切にすべきことを再認識することができました。「子どものうちに社

会に受け入れてもらえたというプラスの体験をしてほしい、そのために私たち（SSW）がいる」という先生の言葉

が大変印象に残りました。 

                   （岡山水清会病院：永井美奈子） 

  

≪研修案内≫ 

MSW の専門性の向上にむけて各コース様々な研修企画を予定しておりますので、ぜひ皆様の研鑽の機会にご活

用くださればと思います。皆様、どうぞご参加ください。 

 

●基礎コース研修 （１～３年目のA会員） 

【第５回基礎コース研修】 

日時：２０２６年２月１４日（土） ９：５０〜１７：００（９：３０〜受付） 

会場：川崎医療福祉大学 

内容：①講義：「自己覚知について」  ②グループワーク「１年間の振り返り」 

講師：川崎医療福祉大学 医療福祉学部医療福祉学科 教授 竹中麻由美 先生  

問い合わせ：玉島協同病院 MSW八谷 TEL：０８６－５２３－１２３４ 

※研修の詳細についてはリーダーを通じて案内をお送りします。 

 

※上記研修の注意事項 

＊基礎コース研修登録申込は終了しています。 

＊医療機関での研修となりますので、マスクの着用をお願いします。 

＊施設長宛に公文書が必要な方は２週間前までにメール（omsw.kyouikukenshubu@gmail.com）にて 

「旭東病院片岡」宛でご依頼ください。 

下記内容をご連絡ください。 

（所属、氏名、○年目、施設長名、送付先、方法/施設長宛に直接郵送か本人へ郵送かメール可/不可などご記載く

ださい） 

＊本研修は日本医療ソーシャルワーカー協会「認定医療ソーシャルワーカー」のポイント申請を予定しています。 

 

https://omswa.org/
mailto:omsw.kyouikukenshubu@gmail.com


●ステップアップコース研修 （４～概ね７年目程度のA会員） ⇒ ※今回は10年目程度まで拡大 

【第２回 ステップアップコース研修】  

テーマ：『連携・協働・ネットワーク  

～情報化社会におけるネットワーク構築とＳＷの専門性を学ぶ～』  

 

ソーシャルワーカーとして、連携・協働・ネットワーク作りを行うことは、クライエントの社会資源を「つくる・ 

守る」うえでとても重要な役割を担っています。近年ではＡＩの発展や情報過多の時代において、ソーシャルワー

カ ーとしての役割や視点をさらに磨き、「自分たちは何者なのか」を意識した実践が求められてきています。 

今回は、 コロナ禍で制限の多い業務を経験したステップアップ世代の皆さんとともに、ソーシャルワーカーとし

てアセスメントを基に患者・家族に寄り添い、望む生活を実現するために、何を大切にして連携・協働・ネットワ

ーク作りを行う のかを改めて考える場にしたいと思います。 

 講義では、ソーシャルワーカーとしての専門性を意識した連携や、他機関の視点・価値観の理解、そしてクライ

エ ントが自ら選択・意思決定できるよう支えるためにクライエントにとって必要な情報を提供する力を身に付ける

方法 を学びます。グループワークでは、日頃の業務を振り返りながら意見交換を行い、今後の実践につなげていき

たいと 思います。  

 

対象：ステップアップコース対象者は、４年～概ね７年のA会員ですが、ステップアップコースアンケートの要

望からライフステージの変わる世代であることを考慮し、この度の研修は 10 年程度まで対象者を拡大い

たします。  

日時：２０２６年２月２８日（土） １４：００～１６：３０ （受付１３：３０～）  

会場：岡山県生涯学習センター 4階 中研修室  

内容：「連携・協働・ネットワーク」 ①講義  ②グループワーク  

講師：岡山県医療ソーシャルワーカー協会  宗好 祐子 氏 （岡山赤十字病院MSW）  

申し込み：２０２６年２月２７日までに、下記URL又は右記QRコードをご利用下さい。  

URL：https://peatix.com/event/4693482  

 

注意事項：グループワークを伴いますので、マスク着用は必須となります。ご理解下さい。  

問い合わせ先：岡山ひだまりの里病院 MHSW板野 TEL：０８６-２６７-２０１１（代） 

 

 

●指導者コース研修 （４年目以上のA会員） 

【第２回 指導者コース研修】   

スーパービジョンの研修企画は定期的に開催してきておりますが、参加者からは、学んだことが現場で活きてい

るという声を聴いています。最近の指導者コース対象者からは、経験年数を重ねるなかで現在もバイザーとしての

指導に自信が持てず、迷い、ジレンマを感じているという声を多く耳にします。 

そこで、今回は、改めてスーパービジョンを基礎から学ぶ研修を企画中です。日々の指導に役立てるために 

スーパービジョンの基礎、方法を学び、指導者としてのレベル向上を目指す目的で、美作大学の堀川先生を 

お招きしてスーパービジョン研修を予定しています。ぜひご参加ください。 

 

対象：４年目以上  

日時：２０２６年３月７日（土） １３：３０～１６：３０（受付 １３：００～） 

場所：南岡山医療センター 

テーマ・内容：スーパービジョンの基礎を知る 

講師：美作大学 生活科学部 社会福祉学科 教授  堀川涼子 先生 

申し込み：２月２７日までに、右記ＱＲコードをご利用ください 

問い合わせ：南岡山医療センター  MSW川端 ０８６－４８２－３０３１ 

  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSce0vTrohO4rAJIXTke_3V9gXLoM4UKFjNPQebNyc

c2vTrgyA/viewform?usp=header 

 

 

 

 

https://peatix.com/event/4693482
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSce0vTrohO4rAJIXTke_3V9gXLoM4UKFjNPQebNycc2vTrgyA/viewform?usp=header
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSce0vTrohO4rAJIXTke_3V9gXLoM4UKFjNPQebNycc2vTrgyA/viewform?usp=header


●全体研修/公開講座 

【２０２５年度 公開講座】 

 テーマ：「もしもの時のために今できること～医療・介護・福祉の現場から～」 

 

近年、医療・介護の現場では「自分らしい生き方・最期の迎え方」を考え、話し合うことの大切さが注目されて

いますが、病気や認知症などにより自分の意思や希望を伝えることが難しくなることもあります。「もしもの時」

に備え、自分が大切にしたいことや希望する医療・ケアについて信頼できる人と話し合っておく「ＡＣＰ」の必要

性が高まっています。 

今年度の公開講座では医療・介護の支援に携わっている専門職の報告を聴き、現状や課題を共有し「自分らしく生

きる」ことについて考えてみたいと思います。 

 

対象：一般、医療・介護・福祉関係者、協会会員 

日時：２０２６年２月２１日（土）１４：００～１６：００ （１３：３０～受付開始） 

方法：対面研修 

会場：岡山国際交流センター ８階イベントホール 

  ※会場には一般駐車場がありません。公共交通または最寄りの駐車場をご利用ください。 

演者：①あさのクリニック 医師 浅野 直 氏 

   「ＡＣＰって何のため？誰のため？」 

     ②泉介護支援センター 介護支援専門員 秋山尚子 氏 

   「ＡＣＰにおけるケアマネジャーの役割について 

～本人の思いを形にする支援～」 

        ③かとう内科並木通り診療所 MSW 横山幸生 氏 

   「最期まで安心して希望の暮らしをつづけるための支援 

               ～医療ソーシャルワーカーの立場から考える～」 

 

定員：１８０名 

参加費：A会員：無料、B会員：５００円、一般：５００円、学生：無料 

 

申し込み：Peatixによる事前申し込み  締め切り：２０２６年２月１３日（金）まで 

     ＜申し込みURL＞ https://omsw2026koukaikouza.peatix.com 

問い合わせ：岡山赤十字病院 MSW宮松 TEL：０８６－２２２－８８１１（代表） 

 

 

≪連絡事項≫ 

・上記の研修にご参加される方で、施設長宛に公文書が必要な方は、２週間前までに以下のメール（※）へ 

下記内容をご連絡ください。その際、タイトルに「公文書の依頼」としてください。  

※ご依頼メール先：omsw.kyouikukenshubu@gmail.com   

宛先：研修部長/片岡（岡山旭東病院）  

記載内容①所属、②氏名 （基礎コースの場合のみ○年目）、③施設長名、④送付先と方法/施設長宛に直接郵送

か本人へメールの可否、などをご記載ください）  どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://omsw2026koukaikouza.peatix.com/
omsw.kyouikukenshubu@gmail.com


★ 口座番号  ０１２６０－１－１２２８２ 

★ 加入者名  岡山県医療ソーシャルワーカー協会 

★ 振込人  ○○病院  岡山○子 （所属名を必ず記入してください） 

≪研修のアーカイブ配信のご案内≫   

下記２つの研修について、講師の先生のご厚意で講義部分のみ会員限定のアーカイブ配信（期限内）が可能となり 

ました。コース対象者に限らず、ご視聴いただけますので、ぜひこの学習の機会をご活用ください。 

 

●研修① 第1回指導者コース研修   開催日時：２０２５年１１月２９日（土）  

テーマ：「キャリアラダーの意義、目的、作成方法、活用方法について学ぶ」 

講師： 北海道医療ソーシャルワーカー協会 会長   木川 幸一 氏 

北海道医療ソーシャルワーカー協会 副会長  不動 宏平 氏 

 

 

●研修② 第１回専門コース研修 ※全体研修兼ねる   開催日時：２０２５年１２月２０日（土） 

テーマ：「スクールソーシャルワーカーの活動について学ぶ」 

講師：香川スクールソーシャルワーカー協会 会長 岡本久仁代 氏 

 

 

☆★☆閲覧について☆★☆  

配信期間：２０２６年２月９日（月）～３月３１日（火） 

視聴方法：YouTube限定公開 

 当協会ホームページ「ｏｍｓｗａからお知らせ」の「２０２５年度研修アーカイブ配信 

のページ」へアクセスしてください。URL及びQRコードからもアクセスできます。 

URL：https://omswa.org/?page_id=5008 

 視聴にはパスワードが必要です。２月９日に登録されているメールへお送りします。 

メール登録されていない方は、２月に郵送する会員名簿に案内を同封いたしますので、

そちらでご確認ください。 

 

※注意事項：会員限定にてYouTubeのURLやホームページのログインパスワードは絶対に会員以外に 

共有しないでください。講義資料も知的財産ですので取り扱いも同様にご注意ください。 

 

 

財務部からのお知らせ 

令和７年度の会費をまだ納入されていない会員の方は納入をお願いします。4月号に同封していた郵便振替用紙、 

または郵便局にある振込用紙に下記内容を記載し納入してください。 

氏名、医療機関名は必ず記入してください。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

会費についてご不明な点がございましたら、財務担当 水島中央病院 若林まで 

ご連絡ください。   水島中央病院 ℡ 086‐444‐3311 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://omswa.org/?page_id=5008


事務局からのお知らせ 

【2025年度第6回理事会報告】 

日時：1月19日(月) 18：00～ 

場所：ZOOMミーティング 

議事：１．各部事業報告・計画 

    ２．2026年度社員総会について  
    ３．社会活動ニーズ調査報告について 

４．次期運営委員について 

５．災害対策委員会の設置について  

６．岡山プライ・マリケア学会 第32回学術大会について 

７．その他 岡山市多職種意見交換会報告、関連団体会議等報告 等 

 

 

【会員名簿更新について】 

２月に会員名簿を更新し所属機関ごとに郵送します。 

会員間の連携や情報交換を円滑に行うためにご活用ください。 

個人情報を含みますので、むやみに会員外へ公開することのないよう取り扱いにご注意 

ください。 

間違いや訂正が必要な箇所がありましたら、事務局までご連絡ください。 

 

退会や変更など、届出が未だの異動がありましたらお早めにお願いします。 

書式は協会ホームページに掲載しています。以下のURLよりご覧いただけます。 

退職等で本人が不在の場合は、お手数ですが代理でご提出ください。 

URL：https://omswa.org/?p=115 

 

【公式LINEをご利用ください】 

 岡山県医療ソーシャルワーカー協会のLINE公式アカウントがあります。QRコードより

お友達登録が可能です。研修情報やお知らせなどホームページへのアクセスが簡単です。ぜ

ひご利用ください。 

 

 

 

 

【関連団体研修会等のお知らせ】 

 ホームページの会員専用ページにて、他県協会等関連団体の研修情報（既掲載含む）も

ご覧いただけます。「岡山県医療ソーシャルワーカー協会」で検索していただくか、ＱＲ

コードをご利用ください。 

https://omswa.org/?page_id=1280 

 

 

 

 

・リハビリテーション研修会 

日時：2026年1月29日（木）AM0時～2月2日(月)PM24時（youtube配信）  

対象者：医療・介護・福祉・行政などの支援にかかわる職種であれば誰でも参加可能です 

定員：50名 

参加費：無料 

参加方法：事前にお申込みが必要となります。 

※添付のチラシのQRコード、もしくはGoogleフォームURLよりお申込み下さい。 

 URL：https://forms.gle/Tncos7q5gTiGZt3M7 

 

・NPO法人岡山県精神科医会講演会 

https://omswa.org/?p=115
https://omswa.org/?page_id=1280
https://forms.gle/Tncos7q5gTiGZt3M7


日時：2026年2月19日（木）18：30～20：00 WEB開催 

演題「統合失調症や双極症が併存する強迫症」 

講師：宮﨑哲治先生（川崎医科大学精神科学教室 講師） 

参加方法：メール ikai-jimukyoku@nifty.com 

     氏名（フリガナ）、所属、メールアドレスを記載して申し込みしてください 

 

・令和７年度 第２回退院支援職員研修会 

日時：2026年３月１０日（火）19：00～20：45 

場所：岡山市民病院 １F 多目的ホール 

対象：MSW、地域連携室および入退院支援職員、訪問看護師、薬剤師、介護支援専門     

員、地域包括支援センター職員など、岡山市内在住・在勤の医療介護の関係者の 

方  々

内容：「事例から学ぶ『身寄りのない高齢者の支援』～どこに帰る？誰が支える？～」 

講師：小森 栄作医師（ももたろう往診クリニック 院長）  

申込等詳細：添付のチラシ又は岡山市のホームページよりご覧ください。 

 

 

・岡山プライマリ・ケア学会第３２回学術大会 

日時：令和８年３月１5日（日）9：30～16：30 

会場：岡山県医師会館 ４階 401・402会議室 ＜ハイブリッド方式＞ 

テーマ：ACPの普及に向けて―意思決定支援の観点から― 

申込等詳細：添付のチラシ又はおかやまプライマリ・ケア学会のホームページよりご覧く 

ださい。 

URL：http://www.p-care-okayama.com/info01.html 

 

 

 

 

☆今月の担当は、小西（岡山済生会総合病院）、伊瀬（たまの病院）、土師（川崎医科大学高齢者医療センター）で

した。 

３月号の担当は、寺島（岡山赤十字病院）、永井（岡山水清会病院）、山口（岡山療護センター）です。 

尚、原稿を依頼される場合は、下記のメールアドレスまでお送りください。 

締め切り ２月１５日（日）必着 

広報出版部アドレス→ omswa.kouhousyuppannbu@gmail.com 

 

 

 

 

 

編集担当者の小部屋（編集後記） 

節分の季節ですね。鬼のお面を見て泣いていた我が子が、翌年には泣かなくなり、翌々年には鬼に立ち向かうよ

うになりました。今年は鬼になってくれるそうです。小さなことですが、思い返すと成長を感じ、毎年ほっこりし

ています。 

歳の数だけ豆を食べると言いますが、いつの頃からか年齢を忘れたことにして食べております。 （T.H） 
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